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第Ⅳ章　遺　　　構
1 概　　　要
17年度の調査では、建物1棟、土坑18基、溝1条、配石遺構1箇所が検出された。また、昨年検出さ
れた遺構（SX02・SX03・SX04）については、トレンチを設定し遺構の範囲等を確認した。各遺構の年
代は、出土遺物から上限は古代、下限は現代と考えられるが、遺構出土遺物に乏しいため時期の特定は困
難である。但し、遺構検出面が浅いものが多く、遺構断ち割りトレンチから古代の遺物が出土する場合が
あった（7T－SD1）ことから、比較的新しい遺構が多いと考えられる。北域は耕作等により旧地形が改変
されており、遺構の一部は削平された可能性がある。
2 記述の方法
主に平成17年度に検出された遺構について記述するが、必要に応じて過去の調査成果についても触れ
る。個々の遺構については観察表を作成し、記述は主要な遺構のみとする。遺構の呼称は遺構種別の略号
と番号を組み合わせて表記した。遺構種別は建物を「SB」、溝を「SD」、土坑を「SK」、その他を「SX」
とした。遺構番号は、調査時の番号を用いた。そのため、各トレンチ毎に種別ごとに番号がある。なお、
掘立柱建物のみ整理時に新たに番号を付した。
3 北域の遺構
SB1 L19に位置する。金堂北端の礎石列より北へ25.5m（約86尺）の地点に、3基の土坑（SK07・
SK08・SK09）が南北に並ぶ。各土坑はいずれも直径約1m前後、中心間の距離約3.5m前後（約12尺）
を測る。半裁したSK07では5～15cm程度の石や瓦片が多く含まれ、これを根石とすれば、礎石抜き取
り痕とも考えられ、柱穴列が伽藍中軸方向とほぼ同じ方向に並ぶことから、古代の建物跡の可能性がある。
但し、部分的な調査のため、全体の規模等は不明である。なお、SK07とSK01の距離も同じく約3.5m
を測るが、未掘部分が多いため、これが建物であるかどうかは判断出来ない。但し、SB1と軸方向が異
なるため、建物であるにせよ別のものと考えられる。
SX02 L19、M19に位置する。平成16年度の調査で検出された遺構で、20～50cm程度の石が南北
方向へ約10m程にわたって並ぶ。調査時には金堂北側に存在した建物基壇の可能性を想定していた［若
林2005・堅木2006］。しかし、1）遺構検出面が地表面から非常に浅いこと、2）石は包含層中にある
こと、3）明治20年代の更正図では、金堂北側は宅地、畑、水田となっていること、等から近世以降の
ものである可能性が高いと考える。
SX03 N19～O19区に位置する。昨年度の調査で検出された遺構で、拳～人頭大の石が南北約5.5m
に渡り並び、両端は東へ直角に折れ曲がり調査区外へ続く。今年度の調査では北端の東側にトレンチを設
定したが、配石の延長は確認されなかった。南側は未掘のため延長は不明である。検出部分では、やや大
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きめで扁平な石が約90cm間隔で配置されることから、何らかの建物跡と想定されるが、遺構検出面が
浅いことから近世以降のものと考える。
SX04 Q19に位置する。人頭大の石が方形に配され、南北約2.8m、東西約4.2mを測る。南側の西
半分は2列になり、南西隅に直径約1m、深さ約0.5mの土坑がある。遺構検出面が浅いことから、新し
い時期の遺構と考える。農家の外便所の可能性もあろう。
4 東域の遺構
SD01 M6～K6にかけて検出された南北方向の溝で、長さ約26m、幅約0.5m、深さ約0.5mを測る。
調査時には伽藍を区画する溝の可能性も想定していた。しかし、1）境界溝としては幅、深さ共に小さい
こと、2）断ち割りトレンチ中から古代の遺物が出土すること、等から新しい時期の遺構である可能性が
高いと考える。
4 東域の遺構
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